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株式会社サイバーテック 

＜報道関係者各位＞ 

 

 

 

 

 

 

 「Document Revolution」を掲げ、ITによりドキュメントの生産性向上・利用促進を実現

する株式会社サイバーテック（代表取締役社長：橋元 賢次 本社：東京都渋谷区、以下サ

イバーテック）は、キヤノン ITソリューションズ株式会社（代表取締役社長：神森 晶久 本

社：東京都品川区、以下キヤノン ITS）が提供する、新聞業界にも導入実績の多い記事入稿

/編集/自動組版ソフト「EdianWing」の連携製品として、国内シェア No.1 ※１の XML デ

ータベース（XML DB）「NeoCore」をベースとした、「NeoCore for EdianWing」の提供

を開始することを発表いたします。 

 

  サイバーテックは、EdianWingから出力される XMLデータ（XMLへの変換は別売の記

事変換コンバータ（開発元サイバーテック）が必要）の格納先データベースとして、国内

シェア No.1 の XML データベース「NeoCore」を特別ライセンス形態で「NeoCore for 

EdianWing」という名称で、11月 30日よりご提供を開始いたします。 

  制作した記事データを自社 Web サイトに掲載する際には、制作システムから記事データ

をテキストで取り出し、Web システムに受け渡す必要がありますが、今回発表する

「NeoCore for EdianWing」により、これらの作業を効率的に行うことが可能となります。

「EdianWing」を使って入稿された新聞記事を、記事変換コンバータを経由して XML デ

ータ化し、「NeoCore for EdianWing」に格納していくことで、XML形式の記事データを

自社の Web サイトの記事検索サービスとして「すぐに再利用できる」ことができるように

なります。これにより、新聞記事を効率的に Web サイトに掲載したいという新聞社の課題

を解決することが可能になります。 

尚、「NeoCore for EdianWing」は、国内シェア No.1の XMLデータベース「NeoCore」と

ほぼ同等の機能を持ちながら、記事入稿/編集/自動組版ソフトの「EdianWing」との連携に

特化した製品として提供する事で低価格化を実現しました。 

 

Press Release 

サイバーテック、新聞業界に強い「NeoCore for EdianWing」を発表 

 

～国内シェア No.1 の XML DB を、新聞業界向けの連携製品として提供開始～ 



 

 

「EdianWing」と「NeoCore for EdianWing」を使った新聞記事制作～再利用 

 

 

  今回の連携製品提供にて、利用ユーザが得られるメリットは次の通りです。 

① 新聞記事を自社サイトに再利用する際の業務効率化とコストダウンを実現します。 

② 新聞記事をスマホやタブレット等、デジタルメディアへ即時配信できるため、読者向け

サービスの向上とデジタルメディアによる収益向上が実現できます。 

③ 新聞記事を自社サイトだけでなく様々な外部メディアや出版物にすぐに流用できるよ

うになり媒体の認知度が向上します。 

 

「NeoCore for EdianWing」価格 （消費税抜き） 

「NeoCore for EdianWing」Workgroup Edition（Windows版・Linux版） 

  ライセンス価格：25万円 (年間保守費用 10万円/年)  

「NeoCore for EdianWing」Limited Edition（Windows版・Linux版） 

  ライセンス価格：62万 5000円 (年間保守費用 25万円/年)  

「NeoCore for EdianWing」Standard Edition（Windows版・Linux版） 

  ライセンス価格：125万円 (年間保守費用 50万円/年)  

※年間保守費用は初年度より必要となります。 

※NeoCore for EdianWingは EdianWing v7.0に対応します 

※NeoCore for EdianWingの利用には、記事変換コンバータが必要です 



 

※EdianWingには、新聞制作用の NPSオプションが必要です 

※EdianWing、NPSオプション、記事変換コンバータの費用は含まれておりません 

 

  また、今回の取り組みに際して、「EdianWing」を販売しているキヤノン ITS より以下

のエンドースメントをいただいております。 

 

■キヤノン ITソリューションズ株式会社 

プロダクトソリューション事業本部 プロダクト企画センター センター長 山本昇 氏 

 

キヤノン ITソリューションズ株式会社は「NeoCore for EdianWing」の提供開始を心より

歓迎いたします。新聞記事の多メディア展開が活性化するなか、紙面データを効率的に電

子化する仕組みは今後一層求められていくと考えています。EdianWing 連携製品の発表に

よって、さらなる価値をお客さまに提供できると確信しております。 

 

  今後サイバーテックでは、XMLデータベースパッケージにおけるリーディングカンパニ

ーとして、XMLデータベースの新しい価値を創造し、パートナーの協力のもと、製品内容・

サービスの強化を行い、XML データベースだけではなく、XML に関しても有益な製品情

報や提案ノウハウを積極的に提供していきたいと考えています。 

 

商品名称等に関する表示、記載している会社名・製品名は各社の商標または登録商標です。 

※１：富士キメラ総研調べ「ソフトウェアビジネス新市場 2015年版」より 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社サイバーテック 管理部 広報担当：薮田 

〒150-0044 東京都渋谷区円山町 20-1 新大宗円山ビル 7階 

TEL：03-5457-1770 FAX：03-5457-1772 

URL：http://www.cybertech.co.jp/  メール：info@cybertech.co.jp 

 

 

 

＜株式会社サイバーテックについて＞ 

株式会社サイバーテックは、1998年に設立されました。「Document Revolution」を掲げ、

法人企業に対して「IT によるドキュメントの生産性向上・利用促進」を実現する、次の 3

事業を展開しています。（URL：http://www.cybertech.co.jp/） 

１）「Publish MakerX」事業 

「脱WORD」「脱 DTP」を実現する、ドキュメントの共同制作・管理システム「Publish 

http://www.cybertech.co.jp/
http://www.cybertech.co.jp/


 

MakerX」を提供します。 

※「Publish MakerX」製品紹介ページ：http://www.publish-maker-x.com/ 

２）XMLデータベース「NeoCore」（ネオコア）事業 

柔軟性の高いデータを「なんでも」「早く」「簡単に」効率よく管理できる、国内シェ

ア No.1の XMLデータベースソフトウェア「NeoCore（ネオコア）」を提供します。 

※「NeoCore」製品紹介ページ：http://www.cybertech.co.jp/xml/xmldb/neocorexms/ 

３）セブ ITアウトソーシングサービス事業 

2006 年からフィリピン・セブ島で自社オフショア拠点を運営しています。高い英語力

を有しながら、次の４つの「実績と信頼」のサービスを、100％日本人窓口により「高

品質・低価格」にてご提供いたします。 

      ・Web制作・CMS導入 

      ・データ変換・加工・BPO 

      ・英語版 Webサイト構築・技術サポート 

      ・アプリケーション開発・運用保守 

※「ITアウトソーシングサービス」紹介ページ：http://www.itoutsourcing.jp/ 

 

＜XMLデータベースとは＞ 

  XMLデータベース（XML DB）は、ネイティブ XMLデータベース（NXDB）とも称さ

れます。XML ドキュメントをそのままの形で格納することによって、従来の RDB で必要

とされた複雑なマッピング処理が不要になり、やわらかい情報管理を実現しながら高いパ

フォーマンスを保つことが可能です。RDB を機能拡張し、単にデータタイプの一つとして

XMLが扱える「ハイブリッド型データベース」に関しては、ベースとなる設計思想がテー

ブル型のアーキテクチャを持っています。したがって、「複雑な XML データを格納する」

「一度格納したデータを更新する」「項目を追加する」といった処理は、XML データベー

スと比較すると、パフォーマンスに約 50 倍～100 倍の差が生じるため、XML の処理には

専門のデータベースエンジンが必要不可欠となります。 

  また、XMLデータベースは、検索エンジンと異なり、W3C標準の XQuery による XML

ネイティブ検索が行えますので、「不特定の担当者３名が改版したことがある文書」「2013

年 4 月 15 日～6 月 20 日の期間に修正された箇所」といった、高度な検索を行う事が可能

であり、大量のドキュメントから目当てのデータを探し出すことが可能となります。その

他、 XML データベースに関する技術的な情報は、XMLDB.JP （http://www.xmldb.jp/）

をご覧ください。 

http://www.publish-maker-x.com/
http://www.cybertech.co.jp/xml/xmldb/neocorexms/
http://www.itoutsourcing.jp/
http://www.xmldb.jp/

